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産業建設常任委員会の概要について 

（報  告） 

 

１．日  時   平成２６年５月２７日（木） 

午 前  １０時１２分  開 会 

午 前  １１時０２分  閉 会 

 

２．場  所   第２会議室 

 

３．出席委員   委 員 長  加 澤   明   副委員長  瀬 崎 雅 弘 

委  員  奥 本 菜保巳   委  員  西 村 盛 男 

委  員  小比類巻 正 規   委  員  森   三 郎 

議  長  小比類巻 雅 彦 

 

４．欠席委員   な  し 

 

５．傍 聴 者   議  員  髙 橋 武 志   議  員  太 田 博 之 

 

６．事務局職員   事務局長  繫   範 雄   次  長  伊 澤   徹 

庶務係長  中 村 容 三   主  査  山 本   聡 

主  事  一 戸   剛 

 

７．説 明 員   経済部長                   大 澤 裕 彦 

同農政課長                  工 藤 雅 則 

同同課長補佐                 大 塚 勤 光 

同同畜産係長                 小 泉   努 

同同主査                   齋 藤 広  亨 

同同主事                   工 藤 直 哉 

同産業政策課長                山 本   優 

同同副参事                  戸 舘 剛 伸 

同同課長補佐                 石 坂 知 也 

同同商業振興係長               小比類巻  健 

 

８．案  件   ・⑴スカイプラザミサワの運営状況について 

・⑵豚流行性下痢に係る市の現状と対応について 

９．会議概要 

加澤委員長：定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、産業建設常任委員会を開会いたします。 
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 本日は、経済部の所管事務について調査してまいります。 

 早速、１件目のスカイプラザミサワの運営状況について調査してまいりますが、配付し

ております資料をもとに執行部から御説明をいただきまして、各委員から御意見、御質問

等を伺ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

戸舘産業政策課副参事：それでは、私のほうからスカイプラザミサワの運営状況について

報告いたします。 

 スカイプラザミサワ株式会社は、先週、５月２３日金曜日に株主総会を開催しました。

そのときの資料を用いて本委員会への説明とさせていただきます。 

 まず、資料の１、平成２５年度事業報告書から説明させていただきます。 

 １、管理部門について。新規テナントについては、２件のテナント入居がありました。 

 １件はミスビードルショップ、輸入帽子や雑貨をメーンにした店となります。２階の階

段を上がってすぐ右手側に所在している店舗となります。代表者は古澤次寸氏、開店日は

平成２５年６月１日となります。 

 もう１件は WILD WEST、輸入家具・雑貨をメーンにした店舗となります。２階西側、

ちょうど２階の中居酒店側の広いエリアにオープンいたしました。この店舗については、

スカイプラザミサワ株式会社が直営で経営する店舗となります。平成２６年３月１日にオ

ープンしております。 

 新規テナントについては、２件のみとなっております。 

 次に、自主イベントの開催について報告いたします。 

 まず１点目、ヤードセールの定期開催。こちらのほうは、開催が不定期だったため認知

度が低く、余り集客力の向上につなげることができなかったと分析しております。今期

は、既にフレンドシップマーケットという名義に名称を変えて、土日開催ということで続

けています。米軍の御家族の方にも協力を求めて、土日開催を定着化させるように努力し

ている最中であります。 

 ２点目は、アメリカ村サンクスカーニバル。これは周辺の商店街とこれまで以上に協働

体制を構築して、中心市街地のにぎわい、集客につながるよう企画をもう一度練り直す、

こういった観点とともに予定をしております。このアメリカ村サンクスカーニバルという

のは、スカイプラザミサワ株式会社となって店舗をリニューアルした１０月から１１月に

かけての独自イベントの開催ということで実施してまいり、また、今後も続けていくとい

う予定にしております。 

 もう一点は、週末バーベキューハウスの経営。こちらは７月から１１月にかけてアメリ

カンテイストの定着を図るために外でバーベキューハウス、セルフのバーベキューハウス

を２５年度実施してまいりました。今期もそのまま継続して実施し、将来的には常設店化

を図って、三沢のバーベキューの文化というものをもっと広く手軽に味わってもらえるよ

うに、楽しんでもらえるような店舗常設化を目指しております。 

 ４点目としては、三沢基地マラソンの開催。こちらのほうは、準備期間やさまざまな行

政機関との調整もあります。また、米軍との調整も非常に綿密に進めていかなければいけ

ないので、２５年度中の開催はできませんでした。今後も引き続き粘り強く調整して、三
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沢基地という財産をうまく活用して、全国から長期間にわたって三沢市に滞在して、そし

て三沢市を楽しんでいただけるような、そうした事業を計画して進めております。 

 イベントについては、以上のとおりです。 

 ２点目として、直営の小売部門になります。 

 約３年前からスカイプラザミサワでは直営の小売店の経営に踏み切って経営努力を重ね

ています。その結果をお伝えします。 

 スカイプラザミサワ株式会社の直営店については、平成２４年度は約６,０００万円の

売上高、２５年度・昨年度は１億１,５００万円の売上高となっております。また、直営

の飲食・フード店、ファーストフード店ジャック＆ベティも、２４年度は３月最後の２９

日のオープンだったので、２４年度の売上高は２４万円程度なのですが、昨年度は１,２

２０万円の売上高を上げております。合計で、昨年度は約１億２,７００万円の売上高と

なり、２４年度と対比すれば２０９.２％の伸びということの結果を出しております。 

 また、直営小売部門の営業形態も大きく見直しをかけて現状に至っております。これま

で委託業者、チャレンジショップ、街の駅みさわという産直部門をもう一度見直し、スカ

イプラザミサワ株式会社のコンセプトであるアメリカ・インターナショナル・米軍基地、

こうしたことを店舗により反映するために、委託販売の全面的な見直しを図りました。そ

れによってチャレンジショップの廃止、そして街の駅みさわ友の会、産直の会も解散し、

そして２５年度の営業に向けてまいりました。そうしたこともあって、主に週末のお客様

は市外からのお客様が多いと分析しております。 

 いろいろ話を聞くと、秋田から毎月いらしていただく方、それから岩手県北、弘前から

というお話も多くて、この辺はスカイプラザが目指す市内よりも市外のお客様をターゲッ

トにした小売店経営がきちんとねらいどおり今のところは進んでいるという現況になって

おります。今後ももっと周知して、より広いエリアと、広域的な施設を図っていく計画と

しております。 

 資料１については、以上のとおりです。 

 引き続きまして資料２、スカイプラザミサワ株式会社の決算報告書について説明しま

す。 

 １ページをお開きください。貸借対照表になります。 

 ２５年期に変わった主なところだけかいつまんで説明いたします。 

 まず、流動資産は２,４３８万３,９７８円、この部分で未収入金、こちらは経済産業

省の専門人材活用事業、これは経営アドバイザーとして今１人、スカイプラザで経営アド

バイザーとして来ていただいている方の補助金が年度を越えて入るというところで、この

未収入金という項目になっております。そのほか、前払費用については、損害保険となり

ます。 その次に、固定資産６億７,９４６万７,８９１円となります。これについて

は、ふえたところは建物の附属設備、これはちょうど２階の工事を２期にわたって工事し

てまいりました。当初、天井、照明等のない２階だったのですが、２３年度の後半には魚

民、笑笑の上、そして２５年度については中居さん側の２階の西側を全面的に改造して、

天井、照明、こうしたものをつけてテナントさんが入りやすい環境づくりを進めてまいり

ました。そのため、建物附属設備がふえております。また、工具・器具に関しては、これ
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に基づいたスチール棚、また、冷凍庫、冷蔵庫等の備品購入でふえております。 

 そうした固定資産の部の合計が７億３８５万１,８６９円となっております。 

 次に、負債の部ですが、流動負債１,５２６万７,１３４円となります。こちらのほう

の主なものとしては、商品券、これは販売促進用のスカイプラザミサワの商品券を作成し

て、現在、販売しております。額面５００円で５,０００枚の作成となっています。その

ほかについては、預り金等は従業員の保険料等になっております。また、預り保証金はテ

ナントさんから預かっている保証金になります。 

 固定負債については、長期借入金、こちらほうは三沢市の３,０００万円を初め政策金

融公庫、青森銀行等から融資を受けております。これは主に２階の設備等、そういうとこ

ろに振り分けております。 

 こういったところも含めて、負債の部の合計が５億３３８万９２９円となります。 

 純資産の部については、表記のとおり株主資本、資本金となっております。純資産の部

の合計が２億４７万９４０円。 

 負債・純資産の部の合計が７億３８５万１,８６９円ということになっております。 

 次に、２ページをごらんください。損益計算書でございます。 

 まず、商品売上高については、１億２,６９３万８,６７３円となっております。こち

らの内訳については、直営の小売部門については約１億１,５００万円、フードコート

ジャック＆ベティについては１,２２０万円、合計でこの金額となっております。 

 家賃収入については１,８３１万２,８４９円、イベント収入は外での飲食店営業等の

収入でございます。受託料収入についてはアメリカ広場の管理事業となっています。 

 こういったものを合わせて、合計で１億４,９１２万２,７１６円の売上高となってい

ます。 

 売上原価については、期首の棚卸高が１,７０６万２,４２５円、２５年度中の商品仕

入高が９,４２４万２,５８６円となっています。 

 ２５年度の期末棚卸高、商品の在庫数ですが、１,８１６万９,５６０円となっていま

す。 

 売上総利益は５,５９８万７,２６５円、そして販売費及び一般管理費については９,６

８２万３,１８６円、当期の営業利益はマイナス４,０８３万５,９２１円となっていま

す。 

 営業外収益は受取利息、雑収入を合わせて２,７１５万４,０５７円。雑収入について

は、緊急雇用の補助金、また、経済産業省の補助金等が主なものとなります。 

 営業外費用は、支払利息６８万７,４０９円、雑損失１万７,０７６円、合計で７０万

４,４８５円。 

 経常利益はマイナス１,４３８万６,３４９円となっています。 

 特別利益は、株式譲渡益８００万円、前期損益修正益が４７万１３７円、合計８４７万

１３７円なっています。 

 特別損失については、前期損益修正損２８３万５,６４５円となります。 

 この前期損益修正益と修正損については、２４年度の経理上の仕訳の変更や伝票漏れ等

を修正させていただいた部分でございます。 
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 税引前当期純利益はマイナス８７５万１,８５７円、法人税・住民税・事業税は８３万

４,８００円、当期純利益はマイナス９５８万６,６５７円という結果になっておりま

す。 

 ３ページ以降は附属資料となっておりますので、確認いただきたいと思います。内訳に

なっています。 

 次に、資料３、スカイプラザミサワ株式会社の役員一覧について説明いたします。 

 ５月２３日の株主総会を機に代表取締役が変更となっております。主になる三役につい

ても変更となっています。これまでの３期分の対比を表にして御報告申し上げます。 

 まず、先日の５月２３日以降の代表取締役が月舘学氏となります。副社長は相場博、専

務取締役が田嶋孝安、取締役については１名欠員となっておりますので、今後、検討して

補充の予定で進めております。 

 以上、先日の株主総会をもとに説明させていただきました。以上でございます。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻(正)委員：広場、イベントによっては今のスカイプラザが使っているような気

がするのですけれども、実質、商店会はあのとおりその恩恵を受けている。全体的にやっ

ぱりまちが活性化しなければならない。そこにアメリカ村の事業計画があったのですけれ

ども、それがあのとおり空き地もなかなか埋まらない。そういう中で、イベントも結構

やって、変化はしているのですけれども、それだけでは私は商店会、まちの再生というの

はあり得ないと思うのです。もう少し事業のやり方というのを、また、あそこの空き地な

んかも利用するような方向づけ、これらをしていかないとうまくないのではないかなとい

うような気がするのですけれども、今後においてはどのような考えを持っているかお聞き

します。 

大澤経済部長：委員おっしゃるとおり、スカイプラザを中心として中心市街地の活性化を

図るということでございましたが、その空き地に関しては商工会のほうもかなり、やはり

今のままではいけないということで、先日も商工会の皆さんと会議をしました。やはり空

き地についての利用を高めたいということで、何がいいのかということでいろいろ意見が

あり、商工会のほうでもある程度の考えは持っていました。あと、それに加えて一方通行

の相互交通化をどうするかということで、市のほうでも警察とか県のほうに問い合わせと

かして、今いろいろ条件が出てきておりますので、それを一つ一つどうすればいいのかと

いうことを考えながら、この空き地利用と空き店舗利用をどうするかと検討協議、今年度

に入ってから具体的に商工会のほうとは協議しております。 

 ただ、地権者の意向もございますので、その辺を役所だけではなく、要するに商店会の

皆さんのほうからもいろいろな案とか、話し合いの場に申していただくようにということ

で、既にあるアーケードの…ほうには取りまとめをしてくださいというようなお願いをし

ました。 

 ですので、当初のとおり、スカイプラザを拠点として、そこに集まったお客さんが中心

市街地の活性化になるような方策ということで、先ほど全国…言いましたけれども、例え

ば今年度からは５,０００円以上の買い物をする旅行者、パスポートを持っている旅行者
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が免税になるというようなこともあって、商工会等を通じてそういうものを取り扱いでき

るような体制をつくれないかということを今進めております。 

 一度にすぐという解決策はないのですけれども、そういう機運を高めて、少しでも活性

化する時点で空き地をなくするような方向を商工会や商店会の人たちと一緒に考えましょ

うということで…しているところです。 

小比類巻(正)委員：初めて聞いたけれども、パスポート、これは海外の人方になるので

すか。 

大澤経済部長：外国人の旅行者が市内商店に、要するに我々が海外旅行に行って免税店で

買い物をしますと税がかからない。それと同じように、市内でも商店街が申請をして、申

請書を書けるようになれば、例えば三沢に来た外国人の旅行者が免税で物を買えるという

ことで、今、スカイプラザをまず先頭にしてやってもらおうかなと思っているのですが、

そうすると、５,０００円以上お土産で買う方は免税で買えると。外国人旅行者がです

ね。ですので、そういうのを三沢の売りにしたいなと思っています。商工会とともに実現

していきたいと思います。 

小比類巻(正)委員：大変結構なことで、三沢の特色というのを遺憾なく発揮するという

のは、そういうことを大いに広めて、海外あるいは県外、そういう人方が三沢に来て、…

きょう打ったらあした来るというふうな魅力を大いにつくってもらいたいなと、私はそう

思っていましたので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

奥本委員：先ほど小比類巻委員もおっしゃっていましたけれども、本当にスカイプラザ

は、要するに地域の商店の活性化という拠点だということで進めたわけです。それで、地

域の商業者、その人たちを元気にする、景気を上げるという地元地域活性化のために使用

するスカイプラザという拠点であるということだけはしっかり頭に入れてほしい。もちろ

ん、収益を上げなければ成り立たないわけですから、それはもちろん大事なことですが、

やはりわすれちゃいけないのは、そういうことだと思うのですね。 

 その中で、人をよく育てるのだと、タウンマネージャの方に来ていただいて、ここまで

頑張ってこられたということは本当にすばらしいことだなというふうに思っておりますけ

れども、人を育てるということをおっしゃっていまして、ここのチャレンジショップの廃

止というのが、目先の利益を目的とするということで、今スカイプラザは赤字にするわけ

にいかないので、それは大事なことですが、やはり人を育てるというふうな、地域の商店

街を活性化させるという意味で、チャレンジショップの廃止というのはちょっと残念だな

と思うのですけれども、これは地域の人たちがこういうことをやったら、おもしろいもの

が三沢市でできるのでないのかということでいろいろ調べに来て、うまくいったらそれを

また商店の空き店舗を利用してやるとか、そういうことにも結びつくので、それはどのよ

うに考えていらっしゃいますか。 

戸舘産業政策課副参事：チャレンジショップの廃止のことについてですが、これについて

は商工会が最初、スカイプラザミサワ株式会社が商工会に委託をした時点から始まってい

るものです。ただ、やはりチャレンジショップの制度づくりというものが余り確立されて

ないときに、どちらかというと、集めた方が主になります。やはりスカイプラザミサワ株

式会社が経営状態を良好にするためにさまざま会社のコンセプトをつくり、そこの目的と
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違ってくる方がどうもいる。そうした方とうまくやれない。何回も協議して、さまざまな

会議を経ての決断でしたので、その辺についてはやはりそのときそのときに応じた経営と

いうものがあると思います。 

 そうしたこともあって、チャレンジショップというものは廃止しましたが、委託取引は

まだ続けています。ですから、引き続きチャレンジショップから委託販売契約を結んでい

る方もおりますので、全くなくなったわけではございません。その一つの方法を変えたと

いうことになります。 

 やはり今後ともそういった経営意識の高い方と委託契約することが、お互いに成長する

ためのいい方法だということの報告を受けていますので、その辺はご理解いただければと

思います。 

瀬崎委員：事業報告で平成２４年から平成２５年で約２倍の収益があったと、非常にいい

ことなのですけれども、最終的には赤字ということなのですけれども、幾らぐらい収益が

あれば黒字に転向するとか、そういうめどというものはある程度持っておられるかどうか

お聞きしたいのですけれども。 

戸舘産業政策課副参事：大体の目安でしか今のところは分かりませんけれども、今の会社

の商品数や年間の利用客数等も見れば、…２億円を超えなければ、なかなか安定した経営

には追いつかないというふうに記憶しております。さらに、粗利益率も、現在、２５年度

決算は２６％程度なのですが、これを３０％まで引き上げなければ、なかなか苦しい経営

の状況は解決できないというふうに分析しております。 

瀬崎委員：それは頑張っていただきたいと思います。 

 それで、新規のテナントが２店、２５年６月１日と２６年３月１日ということで、あと

残りのスペースというのは、今回、２階のフロアを工事したとなっておりますけれども、

新たに店舗が入るというふうなところはあるのですか。 

戸舘産業政策課副参事：これまでもいろいろなさまざまな方のアドバイスでテナント交渉

をしているのですが、今のところ予定はございません。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：ないようですので、私のほうから一言。 

 ２期連続赤字になっております。恐らく２６年度の事業計画というのは慎重にやってい

かなければならないものだと思います。それで、私の耳に入っているのは、新規に社長に

なりました月舘社長のもとで２６年度の新規事業案を提出されるというお話を聞いていま

すので、その案が出次第、当委員会にも報告されるようお願いいたします。 

 では、案件を次に移ります。 

 調査項目の２件目は、豚流行性下痢に係る市の現状と対応について調査してまいりま

す。 

 それでは、執行部の説明を願います。 

工藤農政課長：それでは、皆様のお手元の資料、豚流行性下痢に係る市の現状と対応につ

いての目次を過ぎまして１ページ目をお開きいただきたいと思います。 

 こちらは、三沢市ホームページに農政課で掲載しておりました豚流行性下痢、略称ＰＥ
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Ｄに関するお知らせでございます。 

 第１点目といたしまして、豚流行性下痢・ＰＥＤの概要についてでございますが、病気

の特徴として、ＰＥＤウィルスの感染によって食欲不振と水様性下痢といった症状があら

われる豚の急性感染症で、親豚から子豚まで感染しますが、体力のない生まれて１０日以

下の哺乳豚では高い確率で死亡することがあります。また、母豚での感染の場合は、乳の

出が悪くなることがあり、哺乳豚の病状悪化の原因となります。なお、成長した豚は、発

症しても回復し、また、感染しても発症しない場合もあると思われます。 

 ＰＥＤは、家畜伝染病の発生の予防及び蔓延の防止について定めた家畜伝染病予防法の

届け出伝染病に指定されており、県の家畜保健衛生所に届け出た上で、その指導を受ける

こととなっております。よって、同法において移動制限や殺処分といった防疫措置がなさ

れる法定伝染病、例えば高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫のような対応とは異なり、発

症していない豚は家畜保健衛生所の指導のもと、蔓延防止措置をとった上で出荷すること

ができます。 

 次に、第１点目、市民の皆様へといたしまして、ＰＥＤは豚とイノシシがかかる病気

で、人には感染せず、仮に人がその豚肉を食べても問題ないとされております。 

 次に、第２点目、農場やと畜場へ出入りする皆様へということで、ＰＥＤに関する防疫

対策として、病原体の侵入防止対策や農場間の伝播防止対策及び拡大防止策などのポイン

トが記載されており、豚の隔離・分離あるいは消毒の徹底といったことを呼びかけてござ

います。 

 次に、３ページをお開きください。国内における発生状況、５月１９日現在のものでご

ざいます。 

 昨年１０月、沖縄県での第１例目以降、１道３７県６６４農場で発生しております。青

森県は上から２段目で、５月１９日現在、１７農場が発生となっておりますが、５月２３

日に１８例目の発生がございましたので、後ほど御報告したいと思います。 

 次に、４ページをお開きください。こちらは、５月１２日、青森県主催の豚流行性下痢

に係る防疫対策会議の資料で、県内におけるＰＥＤの発生状況でございます。 

 １点目の発生状況でございますが、県内では１例目、津軽地域での発生、本年２月２４

日確定日以降、現在までに１７例が確認されており、うち１６例が県南地域での発生と

なってございます。 

 ここまでは１７例での資料でございましたが、別に１８例目ということで、お手元のＡ

４の２枚つづりの資料をごらんいただきたいと思います。こちらは、５月２３日付で報道

各位ということで青森県から発表になったものでございます。 

 養豚農家１戸が５月２３日に確定しましたというものでございます。 

 参考といたしまして、県内における発生状況、５月２２日現在、発生農場は１８農場ご

ざいまして、発症頭数は１１万２,４８４頭、うち死亡頭数が２万９０７頭。※発生農場

の状況といたしまして、１８農場のうち５農場は発症豚がない状況、１２農場は発症のピ

ークを過ぎ、発症頭数は減少傾向にあるとの県の見解でございます。 

 こちらをもって、４ページの⑵、⑶、⑷のかわりとさせていただきたいと思います。 

 次に、５ページをお開きいただきたいと思います。養豚生産者への支援について、その
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概要を御紹介いたします。 

① 国の対応といたしましては、消費・安全対策交付金事業というものが定められてご

ざいます。こちらは、農場などの出入り口で使用する消毒剤・噴霧器及び散布に係

る人件費などの経費について、その２分１を補助するもので、現在、県の取りまと

めにより事務手続きが進められております。今後、事業計画が認められてから、来

年３月末までの事業期間とされております。事業対象者は、３戸以上の畜産農家な

どで組織する団体及び市町村とされております。三沢市内では、三沢市食肉処理セ

ンター養豚生産者協議会の１団体が手を挙げて、現在、内容の審査・調整を受けて

いるところです。 

 次に、※のその他といたしまして、ＰＥＤの発生に対する経営支援対策として、記載の

とおり資金の貸し付け及び環境整備に係るリース事業などが利用可能とのことでございま

す。 

 次に、②県の対応でございますが、県ではこれまでＰＥＤに係る防疫対策・管理などを

開催し、関係者に対し農場や車両の消毒など防疫対策の徹底を指導してまいりましたが、

これ以上の蔓延を防止するため、豚流行性下痢の消毒期間を定め、発症の有無にかかわら

ず全ての発生農場及び関連施設について緊急的に消毒を実施し、防疫対策を強化するとし

て、記載のとおり５月１６日に消毒剤の無料配付を実施したところでございます。 

 次に、③市の対応でございますが、県の緊急消毒期間にあわせまして、おいらせ農業協

同組合との共同事業として県の支援の対象になっていない消毒用の消石灰の無料配付を決

めまして、県の配付日と同じ日に、希望した市内の養豚生産者に袋数約２００袋を配付し

たところであります。 

 次に、６ページをお開きいただきたいと思います。三沢市食肉処理センターへの影響に

ついて御説明申し上げます。 

 一つ目といたしまして、平成２６年度の処理頭数並びに使用料などについてですが、左

端上段から当初計画、変更予測、増減となっております。 

 豚は出生してから６カ月後ぐらいが出荷時期でございますので、４月における影響が出

るのは１０月、５月における影響が出るのは１１月となります。こちらの表では、農林水

産省で試算いたしましたＰＥＤが原因で亡くなった豚の死亡率４.２％を用いまして、市

の生産において４月と同規模で６月まで３カ月間影響が続くと仮定し、三沢市食肉処理セ

ンターの計画処理頭数から減じて計算したものになります。その結果、平成２６年度にお

いては、年間処理頭数で３,８９５頭のマイナス、使用料といたしまして１,０１２万４,

０００円の減額という予測値になってございます。 

 ２といたしまして、変更予測後の食肉処理センター特別会計収支計画についてでござい

ますが、同じく左の端、上から処理頭数、歳入、歳出、差引黒字額となっております。 

 １点目の予測結果を中央部分の平成２６年度の欄の変更予測として当てはめ、単年度の

予測をした結果、変更後においても記載の欄の歳入歳出差引額は５,４８７万６,０００

円の黒字額となっております。 

 また、その後は徐々に処理頭数をふやし、平成３０年度以降は年間４９万頭を計画して

おります。平成３０年度は、…ございますが、さきの大規模改修事業において借り入れし
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た起債の償還金、起債償還のスタートとなる年でございます。前年度の繰越金などもあ

り、…の歳入歳出差引額は１億１,２９２万２,０００円の黒字となっております。そし

て、この当該黒字額につきましては、次年度への繰越金となり、そのうち半分は基金への

繰り出しとなります。 

 よって、計画どおり起債を償還しながらこの行為を毎年繰り返すことにより、当該黒字

分は徐々に少なくなるかわりに、基金積立金が徐々に積み増しするということになりま

す。 

 以上、資料も少ない中で…もございますが、一応そういうことで御報告させていただき

ました。 

加澤委員長：ありがとうございました。 

 ただいま説明をいただきましたが、御意見、御質問等はございませんか。 

小比類巻(正)委員：徐々に…も少なくなってきていると言うのだけれども、収束という

のはあるの。必ず豚が…すると思うのだけれども、どういう状態で死ねばＰＥＤ…という

判断するの。 

工藤農政課長：今のところ、何を持って明確に収束ということについては、ちょっと私ど

も知り得ていないところなのですが、豚で１年間に大体…出生いたしまして、そのうち８

割から９割ぐらいが出荷されることになって、通常の自然死の状態でも１割前後ぐらいが

亡くなっている現状で、さらに今回の症状で余計死豚が多く生まれる分が今の計算では

４,０００豚ですが、これから死亡頭数が毎月のように集計されていきますと、６カ月後

にそれが影響があるということで、そういうことで我々の試算も同じようなことになって

ございますが、その辺の数字が亡くなると。また、発症というのは、一説にはウィルスで

すので、冬場に発生して夏場は若干おさまっていると。また冬場に盛り返すというような

ことを繰り返すようでございますが、繰り返しになりますけれども、正確なところは

ちょっと今のところは押さえておりません。 

小比類巻(正)委員：そうすると、伝染性ではないですよ。伝染性ではないということ

で、人間の食には影響しないと言いながら、やっぱりそういうのが出てくると我々は不安

を感じるわけです。消費者としては。やっぱり市としてはこういうことがでてきたわけで

すけれども、対応策というか、そういうものは考えておられるのか。その全体的な…。 

工藤農政課長：市の対応ということで、１番目といたしましては、御説明の資料のところ

にございましたＰＥＤに関するお知らせということでございますが、こちらは市民の皆様

向け、あるいは関係者に向けて注意ということで、ことしの４月にホームページのほうに

掲載してございます。それとあわせまして、生産者に対しては、県のほうから来た注意文

書などはその都度してございます。 

 今後、広がりを見せるのか、収束を見せるのか、収束に向かうのか、まだ許さない状況

にありますが、その辺は我々も県あるいは国のほうから情報をいただいて、その都度、適

切にしていきたいと考えております。 

奥本委員：これで今すぐにわからないということで、大変皆さん手をこまねいているよう

だというのはわかっているのですけれども、やはり昨年１０月に沖縄で発生されたという

時点で、やっぱり県にとらせる対応というか、ちょっと遅かったのではないのかなという
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ふうに感じているのですけれども、三沢市として県の指導を仰いで適切にこれを防いでい

かなければならないことだったと思うのですけれども、そのあたりの対応というのはどう

いうふうな状況だったですか。 

工藤農政課長：豚のこういった家畜伝染病予防法に定められている病気、法定伝染病と届

け出伝染病、今回の場合は届け出伝染病でございますが、基本的には病畜のほうを管理し

ているのは県の家畜保健衛生所というところで、そちらが県内に何カ所かできておりま

す。そちらとは連携をとりながらやっていくというのが現状でございまして、青森県で

は、昨年１２月に国内でのＰＥＤが発生しているのかとなった時点で、県内の市町村の農

家に対しては消毒対策をしております。そういうところからスタートしております。その

後、県内の１例目の発生から、それぞれの発生があるたびに、私どもあるいは生産農家の

方々に発生状況を示し、防疫対策を開始するということをやっております。 

 ちなみに、もしも発生農場があった場合には、届け出伝染病ですので、届け出を受けた

家畜保健衛生所のほうが発生農場に入り、状況の確認ですとか衛生管理の指導を行うと。

または、出荷の再開に向けての指導ということが行われることとなっております。 

奥本委員：この発生によって農家の方の自己責任というふうに…ということであれば、な

る可能性もあるわけですけれども、一見大変な負担になったり、生活が成り立たないとい

うような状況に、以後陥るという可能性もあるわけですが、そのあたりの救済措置といい

ますか、今からしっかりと県と、国も今日の新聞で言っていましたけれども、そろそろと

踏み込んで進めようとしていますけれども、そういう救済措置の部分でもしっかりと手当

てを今からやっていかなければならない。あらゆる状況にあわせて、もちろん防がなけれ

ばいけないし、原因究明もしなければいけないのですけれども、それと同時に救済措置を

していくということも考えながら、県と進めていっていただきたいというふうに思いま

す。これは要望であります。 

加澤委員長：ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、以上で本日の案件は全て終了いたしました。 

 執行部の皆さんには、ただいま委員から出されました意見等も参考にしていただき、今

後の事務事業が円滑に進められるよう努めていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 なお、この所管事務調査については、第２回定例会で委員会報告をすることになりま

す。これについては正副委員長に一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

加澤委員長：それでは、そのようにさせていただきます。 

 これをもちまして、産業建設常任委員会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

午前１１時０２分 閉会   

 

以   上 

委 員 長   加 澤   明  


